
ＮＰＯ日住協の歴史とこれから
高経年マンション管理のこれからを担う管理組合団体として

マンション関連の動き

サンゴジュ（珊瑚樹）
スイカズラ科

硯　滴

〈主な記事〉 ︿
Ｎ
Ｐ
Ｏ
日
住
協
設
立

周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
﹀

築

年
　
１
０
０
万
戸
時
代

高
経
年
マ
ン
シ

ン
の
新
た
な
管
理
の
方
向
を
考
え
る

（１）
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２０１４年（平成２６年）

　９　月　５　日（金）

・改正マンション建替え円滑化法
　関係政令を閣議決定／国土交通
　省
・「東京都マンション再生セミナ
　ー２０１４ｉｎ多摩ニュータウ
　ン」を開催／東京都

　
医
者
で
薬

の
処
方
を
し

て
も
ら
う


最
近
は

一

定
の
説
明
が

つ
く
の
が
あ
り
が
た
い
★
こ

の
薬
は
少
し
強
い

副
作
用

を
防
ぐ
た
め

も
う
一
つ
別

の
薬
を
処
方
し
ま
す
★
素
人

と
し
て
は

副
作
用
の
な
い

薬
を
一
つ
つ
く
れ
ば
よ
い
の

に
と
嘆
か
ざ
る
を
え
な
い
★

と
こ
ろ
で
こ
の
ほ
ど

全
国

で
空
き
家
が
８
２
０
万
戸
に

達
し
た
と
の
調
査
結
果
が
出

た
★
そ
の
う
ち
放
置
空
き
家

が
３
１
８
万
戸
で

倒
壊
や

火
災
な
ど
の
危
険
に
満
ち
て

い
る
と
い
う
★
そ
こ
で

自

治
体
や
政
府
も
放
置
空
き
家

の
対
策
の
施
策
に
乗
り
出
し

た
り

検
討
し
た
り
し
て
い

る
★
具
体
的
に
は
自
治
体
は

危
険
空
き
家
の
解
体
代
執
行

な
ど

政
府
は
固
定
資
産
税

軽
減
税
率
の
適
用
中
止
の
検

討
だ
★
空
き
家
の
解
消
に
多

少
は
目
の
前
の
効
果
は
あ
る

か
も
し
れ
な
い
が

単
な
る

対
象
療
法
に
す
ぎ
な
い
★
原

因
は
社
会
構
造
全
体
に
か
か

わ
る
も

と
大
き
な
も
の


マ
ン
シ

ン
空
き
家
は
ま
だ

そ
れ
ほ
ど
で
も
な
い
が

い

ず
れ
に
せ
よ
大
変
だ


　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
日

本
住
宅
管
理
組
合
協
議
会

︵
Ｎ
Ｐ
Ｏ
日
住
協
︶
は

そ

の
前
身
を
﹁
︵
分
譲
︶
住
宅

管
理
組
合
連
絡
協
議
会
﹂

︵
分
住
協
︶
と
い
い

１
９

６
９
年

月

日
に
千
葉
市

に
あ
る
稲
毛
海
岸
３
丁
目
住

宅
管
理
組
合
集
会
所
に
お
い

て
設
立
さ
れ
た


　
設
立
総
会
に
参
加
し
た
の

は


団
地
管
理
組
合
の


名
で

す
べ
て
東
京
都
・
千

葉
県
・
神
奈
川
県
・
埼
玉
県

に
あ
る
日
本
住
宅
公
団
︵
現

・
Ｕ
Ｒ
︶
が
分
譲
し
た
団
地

集
合
住
宅
管
理
組
合
で
あ


た

こ
れ
は

わ
が
国
に
お

け
る
最
初
の
マ
ン
シ

ン
管

理
組
合
団
体
で
あ

た


　
　
　
　
◇

　
わ
が
国
で

い
わ
ゆ
る
マ

ン
シ

ン
と
い
う
も
の
が
分

譲
さ
れ
は
じ
ま
る
の
は

１

９
５
５
年
こ
ろ
か
ら
で
あ
る

が

そ
れ
は
一
部
富
裕
層
向

け
の
も
の
で
あ

た

日
本

住
宅
公
団
が
最
初
に
分
譲
し

た
の
は

１
９
６
０
年
の
稲

毛
住
宅︵
千
葉
市
︶と
い
わ
れ

て
い
る

そ
の
後

１
９
６

２
年
に﹁
区
分
所
有
法
﹂が
制

定
さ
れ
る
こ
ろ
か
ら
マ
ン
シ


ン
建
設
が
強
ま
り

特
に

住
宅
公
団
は
団
地
集
合
住
宅

の
分
譲
を
強
化
し
て
き
た


﹁
分
住
協
﹂が
設
立
さ
れ
た
１

９
６
９
年
こ
ろ
ま
で
に
は


関
東
地
区
だ
け
で
も
４
万
戸

弱
程
分
譲
さ
れ
て
い
た


　
　
　
　
◇

　
１
９
６
２
年
に
﹁
区
分
所

有
法
﹂
が
制
定
さ
れ
た
と
は

い
え

分
譲
集
合
住
宅
︵
マ

ン
シ

ン
︶
と
い
う
住
宅
所

有
形
態
や
住
ま
い
方
と
が
全

く
新
し
い
も
の
で
あ
る
が
故

に

そ
の
管
理
に
関
し
て
は

ま
さ
に

海
図
な
き
航
海
へ

の
旅
立
ち
と
い
う
様
で
あ


た

相
談
す
る
役
所
も
専
門

家
も
い
な
い
中
で

私
た
ち

の
先
達
は

団
地
管
理
組
合

間
の
交
流
と
情
報
交
換
等
を

求
め
て
﹁
分
譲
協
﹂
を
設
立

し
た
の
で
あ
ろ
う


　
こ
う
し
た
な
か
で

﹁
分

住
協
﹂
は
着
実
に
発
展
し


１
９
８
４
年
に
は
名
称
を

﹁
日
本
住
宅
管
理
組
合
連
絡

協
議
会
﹂
に
変
え
る
と
と
も

に

組
織
化
を
民
間
分
譲
マ

ン
シ

ン
に
も
広
げ
て
い


た

１
９
８
９
年
に
は
会
員

組
合
数
１
８
２

戸
数
６
万

８
３
５
１
戸
と
な
り

こ
の

年
に﹃
日
住
協

年
史
﹄を
発

行
し
て
い
る

こ
の
﹃

年

史
﹄
に
は

管
理
組
合
団
体

の
先
駆
者
と
し
て
の
息
吹
が

満
ち
溢
れ
て
お
り

今
で
も

感
動
さ
せ
ら
れ
る
そ
の
後


一
時
期
会
員
数
の
停
滞
が
続

く
が

１
９
９
７
年
こ
ろ
か

ら
再
度
の
発
展
を
示
し

１

９
９
９
年
に
は

周
年
記
念

事
業
を
実
施
し
﹃

周
年
記

念
誌
﹄
を
発
行
し
た

こ
の

時
の
組
織
実
勢
は
会
員
組
合

数
２
１
０

戸
数
６
万
８
６

２
２
戸
で
あ

た
ま
さ
に


日
住
協
発
展
の
頂
点
で
あ


た


　
　
　
　
◇

　
そ
れ
か
ら
の

年
間
は
日

住
協
に
と

て
厳
し
い
時
期

と
な

た

住
宅
公
団
は
１

９
９
９
年
に
分
譲
住
宅
の
建

設
を
や
め

も
は
や
公
団
分

譲
団
地
は
出
現
し
な
く
な


た
﹁
日
住
協
﹂も
そ
の
後


法
人
格
を
取
得
し
２
０
０
０

年
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
住
宅

管
理
組
合
協
議
会
に
改
組
し

て
い
る

し
か
し

Ｎ
Ｐ
Ｏ

日
住
協
は
民
間
分
譲
マ
ン
シ


ン
管
理
組
合
の
課
題
に
十

分
対
応
で
き
な
か

た

そ

れ
は

２
０
０
０
年
の
﹁
マ

ン
シ

ン
管
理
適
正
化
法
﹂

に
よ
る
マ
ン
シ

ン
管
理
士

制
度
の
発
足
に
よ

て

日

住
協
な
ど
管
理
組
合
団
体
の

存
在
意
義
が
薄
く
な

て
き

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る

そ

の
よ
う
な
な
か
で

２
０
０

９
年
に﹃

周
年
記
念
式
典
﹄

を
開
催
し

﹃
記
念
誌
﹄
を

発
行
し
た
が

十
分
な
成
果

は
あ
げ
ら
れ
な
か

た

そ

の
結
果

日
住
協
は
今

大

き
な
転
換
期
に
立
た
さ
れ
て

い
る


　
　
　
　
◇

　
し
か
し

日
住
協
に
と


て
現
在
は
新
た
な
発
展
の
時

で
あ
る

マ
ン
シ

ン
分
譲

か
ら

年

今
マ
ン
シ

ン

管
理
は
﹁
高
経
年
﹂
問
題
に

直
面
し
て
い
る

冒
頭
述
べ

た
よ
う
に

日
住
協
は
公
団

分
譲
団
地
管
理
組
合
の
団
体

と
し
て
出
発
し

現
在
で
も

会
員
の
過
半
数
は
築

年
以

上
の
マ
ン
シ

ン
で
あ
る


そ
こ
で
は

建
物
の
﹁
老
朽

化
﹂と
組
合
員
の﹁
高
齢
化
﹂

と
い
う
問
題
に
直
面
し
て
お

り

こ
れ
を
管
理
の
工
夫
に

よ

て
ど
う
克
服
し
て
い
く

か
と
い
う
課
題
を
抱
え
て
い

る

こ
の
課
題
に
は
既
成
の

マ
ニ

ア
ル
は
な
い

か
つ

て
我
が
先
人
た
ち
が
何
の
指

針
も
な
い
な
か
で

お
互
い

が
連
携
し
て
自
ら
管
理
の
在

り
方
を
学
び
合

て
い

た

状
況
を


年
以
上
経

た

今

日
住
協
は
再
び
迎
え
よ

う
と
し
て
い
る
と
言
え
よ

う


　
高
経
年
マ
ン
シ

ン
の
管

理
組
合
を
主
た
る
構
成
員
と

す
る
日
住
協
は

再
度
﹁
前

人
未
踏
﹂
の
領
域
に
挑
戦
せ

ざ
る
を
え
な
い
局
面
に
あ

る

そ
の
点
で

日
住
協
の

設
立
の
原
点

そ
の
意
気
込

み
を
捉
え
返
し

日
住
協
な

ら
で
は
の
任
務
を
自
覚
し
た

い


　古くから生垣に
植えられてきた常
緑高木。夏の終わ
りに赤い実が熟
し、サンゴのよう
な房になっている
ことから名付けら
れた。関東地方以
南の暖かい地方に
分布している。

◇
新
・
マ
ン
シ

ン
事
情
　
　
　
２
面

◇
大
規
模
修
繕
工
事
事
例
　
　
　
２
面

◇
管
理
会
社
の
防
災
対
策
　
　
　
３
面

◇
管
理
組
合
お
役
立
ち
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

　
企
業
ガ
イ
ド
　
　
　
　
　
　
　
４
面

◇
日
住
協
催
し
案
内
　
　
　
　
　
５
面

◇
論
談
・
当
事
者
無
し
の
検
討
会
５
面

◇
マ
ン
シ

ン
法
律
Ｑ
＆
Ａ
　
　
５
面

◇
経
費
削
減
に
成
功
し
た
組
合
例
６
面

◇
タ
エ
コ
さ
ん
の
生
活
エ

セ
イ
６
面

◇
読
者
投
稿
欄
　
　
　
　
　
　
　
７
面

◇
シ

ク
ハ
ウ
ス
と
健
康
⑥
　
　
８
面

日
　
　
時
　

月

日
︵
金
︶
午
後
１
時
半

４
時
半

会
　
　
場
　
日
比
谷
図
書
館
コ
ン
ベ
ン
シ

ン
︵
大
ホ

ル
︶

基
調
講
演
　
鎌
野
邦
樹
︵
早
稲
田
大
学
法
科
大
学
院
教
授
︶

　
　
　
　
　
﹁
こ
れ
か
ら
の
マ
ン
シ

ン
の
管
理
と
再
生
﹂

パ
ネ
ル
デ

ス
カ

シ

ン
　

　
　
　
　
　
パ
ネ
リ
ス
ト
／
鎌
野
邦
樹

小
林
秀
樹
︵
日
本
マ
ン
シ

ン
学
会
会
長
︶

　
　
　
　
　
管
理
組
合
役
員

大
石
和
夫
︵
Ｎ
Ｐ
Ｏ
日
住
協
理
事
長
︶

参
加
費
　
無
料
︵
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
︶
　

※
申
込
み
・
問
合
せ
先
　
℡


５
２
５
６

１
２
４
１
︵
Ｎ
Ｐ
Ｏ
日
住
協
︶
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マ
ン
シ

ン
管
理
会
社
の
防
災
対
策

防
災
キ

ン
ペ

ン

管
理
会
社
各
社
の
防
災

対
策
の
傾
向

防
災
の
主
体
は
誰
か

「知って得するマンション管理の話」
実録　管理組合理事長奮闘記
長谷川　紘之著　言視舎発行

管理組合
ニュース

夏
祭
り
だ
よ
り

こ
ち
ら
は
七
夕
飾
り

ア　メ　ニ　テ　ィ（集合住宅管理新聞）（３） （第号）第三種郵便物認可・・

　
管
理
組
合
の
広
報
誌

一
部
を
ア
メ
ニ
テ

編

集
室
ま
で
お
送
り
く
だ

さ
い


★大規模マンション・オフィスに保育
　所を　台東区は保育所の設置を求め
　る条例を定めた。対象となるのは総
　戸数戸以上のマンションと敷地
　面積㎡以上等のオフィスビル。
　　　　　　　　　（６／日本経済）
★マンション住民、緑の交流　マンシ
　ョン住民の交流を深める手段として
　ガーデニングが注目されている。取
　り組みなどを紹介。　（７／読売）
★「団地再生」スムーズに　国交省は、
　有識者らによる「住宅団地の再生の
　あり方に関する検討会」の初会合を
　開いた。建て替えや改修を促すため
　の対策を議論し、来年度中に報告書
　をまとめ、制度の見直しなどに反映
　させる方針。　　　　（７／読売）
★家庭向け電力販売、完全自由化　
　年４月から始まる見通し。
　　　　　　　　　　　（７／読売）
★空き家率、.5％で過去最高　総務
　省が年の住宅・土地統計調査の
　結果を発表。全国の空き家数は過去
　最多の万戸（マンション等の一
　室も含む）、その内「放置された空
　き家」は万戸。　（７／読売）
★空き家活用、民間から提案　豊島区
　は「リノベーション」によるまちづ
　くりを進め、民間から提案を募集。
　　　　　　　　　（８／１日本経済）
★マンション向け、東電が割安料金一
　括販売　東京電力は大規模集合住宅
　向けに電気を一括販売するサービス
　を始めると発表。　　（８／６読売）
★大団地、年後の湾岸映す　高層住
　宅の建設ラッシュで東京の湾岸・豊
　洲の人口は年前の1.8倍に増えた。
　約年前の高島平団地の人口構成と
　現在の豊洲はそっくりだ。高島平地
　域の現在の人口は当時の３分の２に
　減り、４割弱が歳以上。「人口減
　にっぽん」をどう生きるのかシリー
　ズで考える。　　　　（８／８朝日）
★千代田区のマンション「防災備蓄な
　し」７割　区内棟の分譲マンシ
　ョンの実態をアンケート調査、％
　にあたる棟から回答を得て防災
　関連の取り組み状況をまとめた。　
　　　　　　　　　（８／日本経済）
★食器洗い乾燥機火災件　食器洗い
　乾燥機の発煙・発熱事故が～
　年度に件あり、うち火災が件起
　きていた。（独）製品評価技術基盤機
　構の取材で分かる。（８／東京）
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ず
き
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﹂
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よ
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七
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
久
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ぶ
り
の
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な
企
画
・
実
行
と
な

た


み
ん
な
が
幼
い
と
き
の
経
験

を
呼
び
覚
ま
す
の
に
時
間
を

要
さ
ず

結
束
力
で
写
真
の

よ
う
な
見
事
な
５
本
の
七
夕

飾
り
を
ア

チ
型
に
作
り
上

げ
た
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と
と
き
と
は
い
え


手
先
を
使
い

頭
を
使
い
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想
い
出
し

汗
を
か
き

お

し

べ
り
を
し
な
が
ら

そ

の
と
き
の
満
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が
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の
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な
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ワ

に
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
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わ
つ
る
三
芳
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団
地
︶

　２回の管理会社の変更等の結果、
かなりの額の出費を減らすことに成

功。実体験に基づいて、
管理会社との上手な付
き合い方の交渉術を解
説。管理組合役員、マ
ンション居住者が当事
者意識をもつことが最
も大切であると著者は
警鐘を鳴らす。
定価円（税別）
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防
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策

防
災
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
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ペ

ン

管
理
会
社
各
社
の
防
災

対
策
の
傾
向

防
災
の
主
体
は
誰
か

「知って得するマンション管理の話」
実録　管理組合理事長奮闘記
長谷川　紘之著　言視舎発行

管理組合
ニュース

夏
祭
り
だ
よ
り

こ
ち
ら
は
七
夕
飾
り
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管
理
組
合
の
広
報
誌

一
部
を
ア
メ
ニ
テ

編

集
室
ま
で
お
送
り
く
だ

さ
い


★大規模マンション・オフィスに保育
　所を　台東区は保育所の設置を求め
　る条例を定めた。対象となるのは総
　戸数戸以上のマンションと敷地
　面積㎡以上等のオフィスビル。
　　　　　　　　　（６／日本経済）
★マンション住民、緑の交流　マンシ
　ョン住民の交流を深める手段として
　ガーデニングが注目されている。取
　り組みなどを紹介。　（７／読売）
★「団地再生」スムーズに　国交省は、
　有識者らによる「住宅団地の再生の
　あり方に関する検討会」の初会合を
　開いた。建て替えや改修を促すため
　の対策を議論し、来年度中に報告書
　をまとめ、制度の見直しなどに反映
　させる方針。　　　　（７／読売）
★家庭向け電力販売、完全自由化　
　年４月から始まる見通し。
　　　　　　　　　　　（７／読売）
★空き家率、.5％で過去最高　総務
　省が年の住宅・土地統計調査の
　結果を発表。全国の空き家数は過去
　最多の万戸（マンション等の一
　室も含む）、その内「放置された空
　き家」は万戸。　（７／読売）
★空き家活用、民間から提案　豊島区
　は「リノベーション」によるまちづ
　くりを進め、民間から提案を募集。
　　　　　　　　　（８／１日本経済）
★マンション向け、東電が割安料金一
　括販売　東京電力は大規模集合住宅
　向けに電気を一括販売するサービス
　を始めると発表。　　（８／６読売）
★大団地、年後の湾岸映す　高層住
　宅の建設ラッシュで東京の湾岸・豊
　洲の人口は年前の1.8倍に増えた。
　約年前の高島平団地の人口構成と
　現在の豊洲はそっくりだ。高島平地
　域の現在の人口は当時の３分の２に
　減り、４割弱が歳以上。「人口減
　にっぽん」をどう生きるのかシリー
　ズで考える。　　　　（８／８朝日）
★千代田区のマンション「防災備蓄な
　し」７割　区内棟の分譲マンシ
　ョンの実態をアンケート調査、％
　にあたる棟から回答を得て防災
　関連の取り組み状況をまとめた。　
　　　　　　　　　（８／日本経済）
★食器洗い乾燥機火災件　食器洗い
　乾燥機の発煙・発熱事故が～
　年度に件あり、うち火災が件起
　きていた。（独）製品評価技術基盤機
　構の取材で分かる。（８／東京）
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ＮＰＯ日本住宅管理組合協議会
（略称／ＮＰＯ日住協）

︻
回
答
者
︼

法
律
相
談
会
専
門
相
談
員

弁
護
士
　
石
川
　
貴
康

Ａ

理事会の業務の責任

感
謝
状
の
授
与
式

Ｎ
Ｐ
Ｏ
日
住
協
大
規
模
修
繕
工
事
支
援
事
業

管
理
組
合
か
ら
感
謝
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た

ＮＰＯ日住協の催し案内
申込み・問合せ☎０３・５２５６・１２４１

当
事
者
を
加
え
な
い﹁
団
地
再
生
﹂検
討
会
が
開
始
さ
れ
た
が


マンションの法律

Ｑ＆Ａ
「法律相談会」から

Ｑ

　
各
種
相
談
会
　

����������������������������������������������� �������������������������������������
����������������

������������������������������������ア　メ　ニ　テ　ィ（集合住宅管理新聞）（５） （第号）第三種郵便物認可・・

　1 5 6 管理組合（約４万５千戸）等が加
盟している民間の管理組合団体で昭和年
（年）創立以来年間、管理組合を支
援しています。
住所　〒－
東京都千代田区神田須田町１－　製麺会館３階
電　話　－－
ＦＡＸ　－－
http://www.mansion-kanrikumiai.or.jp
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
管
理
組
合
の
立
場
で
工

事
推
進
の
お
手
伝
い
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
Ｎ

Ｐ
Ｏ
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
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迎
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績
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利
益
を
守

る
目
的

で

本

件
マ
ン

シ

ン

の
共
用

部
分
の

管
理
等

を
行
う

理
事
会

が

か

え

て

規
約
や

区
分
所

有
法
に

違
反
す

る
行
為

や

区

分
所
有

者
共
同

の
利
益

を
害
す

る
行
為

に
及
ぶ

こ
と
に
な

て
し
ま
う


︵
中
略
︶
本
件
修
繕
工
事
に

つ
い
て
は

総
会
が
実
施
す

る
こ
と
を
議
決
し
た
が

理

事
会
は

す
べ
て
に
お
い
て

そ
の
執
行
︵
実
施
︶
が
義
務

づ
け
ら
れ
た
と
い
う
も
の
で

は
な
く

執
行
︵
実
施
︶
す

る
権
限
が
授
与
さ
れ
た
も
の

と
い
う
べ
き
で
あ
り

理
事

会
が
本
件
修
繕
工
事
を
実
施

す
る
に
あ
た

て
は

理
事

会
に
一
定
の
裁
量
が
認
め
ら

れ
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ

る

理
事
会
が
総
会
の
議
決

に
反
し
本
件
工
事
を
保
留
し

た
こ
と
に
つ
き

執
行
︵
作

為
︶
義
務
や
損
害
賠
償
義
務

が
認
め
ら
れ
る
に
は

そ
の

裁
量
を
逸
脱
し
た
と
認
め
ら

れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

解
す
べ
き
で
あ
る
﹂
と
し
つ

つ

当
該
裁
判
の
事
案
で
は

①
原
告
店
舗
前
の
共
用
部
分

に
室
外
機
や
看
板
が
設
置
さ

れ
て
自
転
車
や
バ
イ
ク
が
駐

輪
さ
れ
て
い
る
状
況
で
は


本
件
工
事
を
実
施
で
き
な
い

こ
と
②
以
前
か
ら
原
告
店
舗

前
の
共
用
部
分
に
は
室
外
機

等
が
設
置
さ
れ

自
転
車
や

バ
イ
ク
が
駐
輪
し
て
い
た
こ

と
③
こ
れ
ら
の
こ
と
に
関
し

て
組
合
員
か
ら
苦
情
が
寄
せ

ら
れ
て
い
た
こ
と
等
の
事
実

が
認
め
ら
れ
る
の
で

理
事

会
で
本
件
工
事
を
保
留
す
る

こ
と
を
決
定
し

被
告
管
理

組
合
が
本
件
工
事
を
実
施
し

な
か

た
こ
と
は

や
む
を

得
な
い
も
の
で
あ

た
と
判

断
し
て
理
事
の
責
任
を
否
定

し
ま
し
た


　
但
し

こ
の
東
京
地
裁
の

裁
判
例
で
は
規
約
違
反
行
為

に
つ
い
て
改
善
す
る
こ
と
を

求
め
て
い
た
に
も
関
わ
ら

ず

組
合
員
が
そ
れ
に
応
じ

よ
う
と
し
な
か

た
と
い
う

事
情
が
あ

た
よ
う
で
す


規
約
違
反
行
為
が
あ
る
か
ら

常
に
工
事
を
行
わ
な
い
こ
と

が
正
当
化
さ
れ
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん

本
件
で
も
管

理
組
合
と
し
て
Ａ
さ
ん
に
対

し
て
規
約
違
反
行
為
の
是
正

を
求
め
て
い
る
こ
と

そ
れ

に
も
関
わ
ら
ず
Ａ
さ
ん
が
応

じ
な
い
こ
と

当
該
規
約
違

反
行
為
が
是
正
さ
れ
な
い
と

修
繕
工
事
に
も
支
障
が
生
じ

る
こ
と
な
ど
の
事
情
が
認
め

ら
れ
れ
ば

理
事
会
と
し
て

Ａ
さ
ん
の
店
舗
前
の
共
用
部

分
の
修
繕
工
事
を
保
留
し
た

こ
と
は
許
さ
れ
て

理
事
と

し
て
の
責
任
を
問
わ
れ
る
こ

と
は
な
い
と
考
え
ら
れ
ま

す


　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
日
住
協
で
は
各
種

相
談
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
相
談
員
は
一
級
建
築
士


弁
護
士
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
分

野
で
マ
ン
シ

ン
管
理
に
精

通
し
た
一
流
の
専
門
家
で

す

予
約
制
で
す
の
で

事

前
に
日
住
協
へ
連
絡
く
だ
さ

い

℡


５
２
５
６

１

２
４
１

　
相
談
場
所

日
住
協
本
部

４
階
︵
神
田
︶

　
会
員
無
料

一
般
５
千
円

●
管
理
事
務
委
託
相
談
会

　
９
月

日︵
水
︶
時


　
管
理
委
託
契
約
に
つ
い
て

の
相
談

管
理
会
社
と
の
ト

ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
の
相
談

●
法
律
相
談
会

　
９
月

日︵
水
︶
時
半


　
マ
ン
シ

ン
運
営
上
の
法

律
相
談

区
分
所
有
法
・
管

理
規
約
・
細
則
等
の
相
談

●
管
理
組
合
運
営
相
談
会

　
９
月

日︵
木
︶
時


　
管
理
組
合
の
運
営

理
事

会

総
会
運
営
に
つ
い
て
の

相
談

規
約
・
細
則
の
チ



ク

●
建
物
相
談
会

　
９
月

日︵
金
︶
時


　
マ
ン
シ

ン
の
修
繕
︵
維

持
管
理
︶長
期
修
繕
計
画


大
規
模
修
繕
の
相
談
な
ど
　

●
設
備
相
談
会

　

月
８
日︵
水
︶
時


　
給
排
水
設
備

配
管

電

気
・
ガ
ス
設
備
等
の
維
持
管

理
・
改
修
に
つ
い
て
の
相
談

　　　（管理組合からの報告）

　　給排水管更新工事の実際
　　～大規模修繕の現場から学ぶ～

　給排水設備の更新工事は、１週間、職
人さんが、住戸内に入る工事です。体験し
てみなければわからない工事の実際を、
管理組合が報告。また、施工会社、設計監
理、管理組合理事長が、パネルデスカッ
ションで、給排水設備更新の工事の在り
方、改善点などについて徹底討論します。
日　時　９月日（土）時半～時
会　場　かながわ労働プラザ４階
　　　（ＪＲ根岸線石川町駅下車３分）
参加費　円（資料代含）定員名
主　催　ＮＰＯ日住協　神奈川県支部
後　援　ＮＰＯかながわマンション管理
　　　　組合ネットワーク
（プログラム）
１部・管理組合からの報告
①「事前の広報の大切さ」すすき野第三
　住宅管理組合元理事長・倉田雅彦氏
②「専有部の工事は、実際どうだったの
　か」すすき野第三住宅管理組合計画修
　繕検討委員・川上湛永氏
③「全力投入、団地ぐるみで取り組んだ
　２年半」鳶尾第２住宅管理組合長期修
　繕計画調査委員長・永田康幸氏
④「スラブ上配管処理への挑戦」厚木岡
　田住宅管理組合理事長・岩根士良氏
２部・パネルデスカッション
　「給排水管更新工事の実際」
㈲トム設備設計代表・町田信男氏
㈱太平エンジニアリング・マンションリ
フォーム部副部長・泉谷　賢司氏、鳶尾
第２住宅管理組合理事長・近藤博隆氏、
司会　ＮＰＯ日住協会長・川上湛永氏

　　専有部リフォーム申請の
　　　　　対応基礎知識
　管理組合によって対応力に大きな差が
見られるのが、専有部リフォームへの対
応です。最近は中古マンション購入業者
が大改造して売却する時などに申請内容
と全く違う工事をする例が増えてきたよ
うです。管理組合に有効なリフォーム対
応策を身につけていただくことを目的に
研修会を開催します。
日　時　月８日（土）時半～時分
会　場　ＮＰＯ日住協４Ｆ会議室
参加費　会員円、一般円
定　員　名
（プログラム）
①「リフォーム申請の提出促進、審査の
　要点」日本高層管財㈱代表取締役・久
　保泰男氏
②技術情報「床の防音、トラブル原因に
　もなる旧基準」（当日は会場で実際に
　音を聞いていただきます）竹村工業㈱
　専務取締役・竹村仁氏
③製品情報「玄関用ドアクローザー」　
　（高齢者でも開きやすく、強風に煽ら
　れないドアクローザーを紹介）杉田エ
　ース㈱リニューアル営業部・マネージ
　ャー齋藤俊浩氏、同営業課係長・大橋
　孝悦氏

　
国
土
交
通
省
は
７
月
７
日


﹁
住
宅
団
地
の
再
生
の
在
り
方
に

関
す
る
検
討
会
﹂の
設
置
を
発
表


７
月

日
に
は
第
一
回
会
合
が
開

か
れ

実
態
把
握
の
う
え

建
て

替
え
や
改
修
の
再
生
手
法

枠
組

み

土
地
利
用
な
ど
を
検
討

来

年
末
に
は
施
策
の
在
り
方
を
ま
と

め
る
と
い
う


　
◆
区
分
所
有
者
が
不
在

　
検
討
会
は

座
長
に
浅
見
泰
司

東
大
大
学
院
教
授
の
他

委
員
は

８
人
の
有
識
者
で
構
成
さ
れ
て
い

る

ほ
か
に
行
政
関
係
者
も
参
加

す
る

委
員
は
大
部
分
が
学
者


弁
護
士
な
ど
だ

こ
の
構
成
で
一

番
の
問
題
点
は

当
事
者
が
欠
け

て
い
る
こ
と

つ
ま
り
﹁
団
地
再

生
﹂
に
最
大
の
利
害
関
係
を
有
す

る
居
住
者
・
区
分
所
有
者
の
代
表

が
１
人
も
参
加
し
て
い
な
い
こ
と

で
あ
る

当
事
者
の
重
視
は

い

ま
各
界
で
強
調
さ
れ
て
お
り

専

門
家
一
辺
倒
の
弊
害
も
東
電
福
島

原
発
事
故
で
痛
切
な
教
訓
を
得
た

と
こ
ろ
で
あ
る


　
◆
座
長
は
適
任
と
い
え
る
か

　
浅
見
氏
と
い
え
ば

同
じ
国
土

交
通
省
の
下
に
あ

て

結
論
が

出
な
い
ま
ま
休
止
︵
？
︶
し
て
い

る
﹁
マ
ン
シ

ン
の
新
た
な
管
理

ル

ル
に
関
す
る
検
討
会
﹂
の
委

員
で
あ
る

そ
の
結
論
が
出
な
い

理
由
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
が

端
的

に
い
え
ば
マ
ン
シ

ン
の
区
分
所

有
者
・
住
民
を
は
じ
め
と
す
る
各

方
面
か
ら
の
異
論
が
続
出
し
て
い

る
の
に

そ
れ
を
反
映
せ
ず
に
強

引
に
結
論
を
得
よ
う
と
し
た
一
部

メ
ン
バ

の
態
度
に
あ
る

そ
の

中
心
メ
ン
バ

が
新
し
い
検
討
会

の
ま
と
め
役
に
適
切
と
い
え
る
だ

ろ
う
か


　
さ
ら
に
浅
見
氏
は

団
地
の
建

替
え
の
決
議
要
件
が
厳
格
す
ぎ
る

と
い
う
立
場
で
書
か
れ
た
﹃
マ
ン

シ

ン
建
替
え
﹄
と
い
う
本
の
編

著
者
と
し
て
主
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る

こ
の
よ
う
に
す
で
に

結
論
を
も

た
人
物
を
座
長
と
し

て

客
観
的
な
検
討
が
で
き
る
か

ど
う
か

は
な
は
だ
疑
問
が
あ
る

と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い


　
◆
団
地
再
生
は
重
要
な
課
題

　
わ
れ
わ
れ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
日
住
協
は


す
で
に
再
生
の
課
題
が
現
実
に
な


て
い
る
多
く
の
団
地
の
管
理
組

合
が
構
成
メ
ン
バ

に
い
る

従


て
今
回
の
検
討
会
が
検
討
課
題

と
し
て
い
る
建
て
替
え

改
修


地
域
の
再
生
に
つ
い
て
は

当
事

者
と
し
て
き
わ
め
て
重
大
な
関
心

を
も
つ

同
様
の
管
理
組
合
お
よ

び
管
理
組
合
団
体
は

全
国
に
多

数
に
の
ぼ
る

そ
う
い
う
団
体


区
分
所
有
者
の
声
を
よ
く
聴
き


そ
れ
を
反
映
で
き
る
検
討
会
こ
そ

求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
強
調
し

た
い
　
　
　
　︵
論
説
委
員
会
︶

　
私
達
の
マ
ン
シ

ン
の
１
階
の
専
有
部
分
は

Ａ
さ
ん
が
所
有
し
て
店
舗
を
営
ん
で
い
ま
す


総
会
で
大
規
模
修
繕
を
す
る
こ
と
を
決
議
し
ま

し
た
が

Ａ
さ
ん
が
規
約
に
違
反
し
て
店
舗
前
の
共
用
部

分
に
看
板
や
自
転
車
等
を
置
い
て
い
る
た
め
に
理
事
会
で

Ａ
さ
ん
の
店
舗
前
の
共
用
部
分
の
修
繕
工
事
を
保
留
す
る

こ
と
を
決
議
し
ま
し
た

Ａ
さ
ん
か
ら
総
会
で
決
議
さ
れ

た
こ
と
を
行
わ
な
い
の
は
違
法
で
あ
る
か
ら

責
任
を
追

及
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が

私
達
︵
理
事
︶
が
責
任

を
問
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
し

う
か
？



管
理
組
合
が
大
活
躍
し
た
事
例

管
理
会
社
の
管
理
方
式
を
転
換
し
て
経
費
削
減
と
資
産
運
用
を
実
現

グ
ラ
ン
ス
イ

ト
ブ
ル

団
地
管
理
組
合︵
千
葉
市
中
央
区
︶

左から鐘川理事長、木村相談役

災害に強い街づくりを望む
その為の増税だったら納得
来年も花火が見られる街に

公
園
遊
具
あ
れ
こ
れ
　


団
地
・
マ
ン
シ

ン
の

●　かまどベンチ　●

理
事
会
組
織
の
構
築

年
間
３
３
８
０
万
円
の

経
費
削
減
に
成
功

２
億
の
資
産
運
用
に
成
功
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グ
ラ
ン
ス
イ

ト
ブ
ル


マ
ン
シ

ン
︵
平
成

年
４

月
入
居


階
・

階
建
の

２
棟

３
３
５
戸
︶
は

千

葉
市
ポ

ト
パ

ク
の
大
き

な
公
園
や
海
と
砂
浜
の
ビ


チ
プ
ラ
ザ
に
隣
接
し
見
晴
ら

し
が
良
く
将
来
の
オ

シ


ン
開
発
が
楽
し
み
な
地
域
に

立
地
し
て
い
る


　
７
月
の
管
理
組
合
設
立
総

会
で

住
民
か
ら
い
ろ
い
ろ

な
問
題
を
指
摘
さ
れ
た
が
管

理
会
社
か
ら
の
回
答
は
と
て

も
満
足
出
来
る
も
の
で
は
な

く
﹁
早
い
時
期
に
自
立
し
た

管
理
組
合
組
織
を
作
ろ
う
﹂

と
立
ち
上
が

た
の
が
立
候

補
し
た
第
１
期
木
村
理
事
長

だ

た


　
同
理
事
長
は

ま
ず
は
自

立
し
た
理
事
会
組
織
を
構
築

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し

て
入
居
８

月
目
に
早
く
も

臨
時
総
会
を
開
催


　
そ
し
て

翌
年
の
定
期
総

会
で
よ
う
や
く
管
理
規
約
の

改
正

理
事
会
運
営
細
則


役
員
選
任
細
則

役
員
報
酬

規
定
等
々
を
設
定
で
き
た


こ
の
間

管
理
会
社
の
虚
偽

や
妨
害
工
作

役
員
の
反
発

な
ど
も
あ
り

大
変
な
思
い

が
あ

た
当
初
役
員
も


名
中

名
し
か
集
ま
ら
ず


同
理
事
長
が
業
務
を
兼
任
す

る
こ
と
で
凌
い
だ


　
又

長
期
に
亘
る
問
題
点

は
５
つ
の
専
門
委
員
会
を
設

置
し
て
対
応
す
る
こ
と
に
し

た


　
な
か
で
も
建
築
専
門
委
員

会
は

新
築
後
の
ア
フ
タ


サ

ビ
ス

瑕
疵
補
修
の
問

題
等
々

や
る
こ
と
が
山
積

み
さ
れ
て
い
た


　
そ
の
ほ
か

住
民
ア
ン
ケ


ト
で

％
以
上
が
問
題
あ

り
と
し
た
経
費
の
か
か
る
千

葉
駅
ま
で
の
住
民
専
用
バ

ス

マ
ン
シ

ン
内
の
﹁
カ

フ

﹂
の
運
営
資
金
の
問
題

な
ど
が
あ

た


　
諸
々
の
目
標
を
実
現
さ
せ

る
た
め
に
マ
ン
シ

ン
管
理

士
を
起
用
す
る
こ
と
に
し


Ｎ
Ｐ
Ｏ
日
住
協
に
加
盟
し
て

派
遣
制
度
の
マ
ン
シ

ン
管

理
士
を
理
事
会
に
参
加
さ
せ

る
よ
う
に
し
た


　
平
成

年
７
月
の
総
会
で

鐘
川
氏
が
第
２
期
理
事
長
に

就
任
し

第
１
期
理
事
長
の

木
村
氏
は
相
談
役
と
し
て
理

事
会
活
動
に
参
加
す
る
こ
と

に
な

た


　
管
理
費
等
の
経
費
削
減
に

つ
い
て
は

第
２
期
理
事
三

役
と
マ
ン
シ

ン
管
理
士
並

び
に
木
村
相
談
役
が
対
処
し

て
ま
と
め
た
結
果

①
一
般

管
理
費
を
１
０
３
８
万
円


②
カ
フ

の
廃
止
で
１
３
０

０
万
円

③
専
用
バ
ス
の
廃

止
で
１
０
４
５
万
円

合
計

年
額
３
３
８
０
万
円
の
経
費

を
削
減
し

第
２
期
理
事
会

の
６
月
の
定
期
総
会
で
全
額

を
修
繕
積
立
金
に
充
当
す
る

こ
と
と
し
て
承
認
さ
れ
た


こ
れ
に
よ
り
将
来
の
修
繕
積

立
金
は
今
後

自
助
努
力
に

よ
り
増
額
せ
ず
定
額
と
な
る

と
予
想
さ
れ
る

修
繕
積
立

金
に
つ
い
て
は

分
譲
会
社

か
ら
４
年
毎
に
４
５
０
０
円


６
１
０
０
円
の
増
額
案
が

提
示
さ
れ
て
い
た
が

こ
れ

で
は
増
額
が
大
き
過
ぎ
る
と

の
指
摘
が
あ
り
問
題
と
な


て
い
た

専
用
バ
ス
に
つ
い

て
は

一
般
の
公
的
バ
ス
会

社
と
交
渉
し

マ
ン
シ

ン

経
由
の
運
行
路
線
を
新
設
し

た
こ
と
に
よ
り

廃
止
と
す

る
こ
と
が
で
き
た


　
管
理
会
社
か
ら
の
報
告
で

鐘
川
理
事
長
は
驚
い
た

２

億
円
以
上
の
資
金
が
普
通
口

座
預
金
と
な

て
い
た

こ

れ
で
は
ペ
イ
オ
フ
対
応
で
き

な
い
の
で

﹁
す
ま
い
・
る

債
﹂
に
８
０
０
０
万

﹁


年
長
期
利
付
国
債
﹂
に
８
０

０
０
万

無
利
子
だ
が
元
金

保
証
の﹁
決
済
用
普
通
預
金
﹂

に
４
０
０
０
万
と
分
散
し
て

資
金
運
用
の
預
け
替
え
を
鐘

川
理
事
長
が
提
案
し
て

総

会
で
は
住
民
の

％
以
上
の

賛
成
を
得
た


年
後
の
予

想
受
取
り
利
息
は
５
６
０
万

円
と
想
定
し
て
い
る

　
当
初
か
ら
奔
走
し
た
木
村

相
談
役
は
﹁
こ
の
よ
う
な
成

功
の
陰
に
は

住
民
の
総
意

を
く
み
取
る
ア
ン
ケ

ト
の

実
施
と
専
門
委
員
会
の
活
躍

が
あ

た
﹂
と

又
﹁
管
理

会
社
も
利
益
だ
け
を
追
求
せ

ず
に

も

と
住
民
中
心
で

考
え
る
べ
き
だ
﹂
と
語

て

い
た


●
﹁
東
京
都
マ
ン
シ

ン
再

生
セ
ミ
ナ

２
０
１
４
　
ｉ

ｎ
多
摩
ニ


タ
ウ
ン
﹂

　
日
時
　

月
４
日︵
土
︶

時


時

半

　
現
地
見
学
：
ブ
リ
リ
ア
多

摩
ニ


タ
ウ
ン

　
講
演
・
交
流
会
：
永
山
公

民
館
ベ
ル
ブ
ホ

ル
︵
講
師

：
戎
正
晴
氏
・
明
治
学
院
大

学
大
学
院
法
務
職
研
究
科
教

授
・
弁
護
士

山
田
尚
之
氏

・
㈱
シ
テ

コ
ン
サ
ル
タ
ン

ツ
取
締
役
︶

　
参
加
費
　
無
料

　
問
合
せ
先
　
都
市
整
備
局

マ
ン
シ

ン
課
　
電
話



５
３
２
０

４
９
４
１

　
暑
か

た
夏
休
み
も
終
わ
り


元
気
な
笑
顔
で
新
学
期
を
迎
え
た

子
供
達
の
姿
を
見
る
と
心
温
ま
り

ま
す

素
敵
な
思
い
出
が
い

ぱ

い
詰
ま

た
ラ
ン
ド
セ
ル
は

ウ

キ
ウ
キ
と
踊

て
い
る
よ
う
に
見

え
ま
す


　
そ
の
反
面

今
年
の
８
月
豪
雨

の
被
害
の
大
き
さ
に

楽
し
い
は

ず
の
夏
休
み
が

悲
し
い
も
の
に

な

て
し
ま

た
人
達
が

日
本

全
国
に
ど
れ
だ
け
い
ら

し

る

の
か
考
え
る
と
胸
が
締
め
付
け
ら

れ
ま
す


　
そ
れ
は

自
然
災
害
で
は
あ
り

ま
し
た
が

被
害
の
拡
大
を
防
ぐ

方
法

逃
れ
る
道
は
あ

た
か
も

知
れ
な
い

再
び
悲
し
い
人
達
が

増
え
な
い
よ
う
に

自
然
災
害
に

強
い
街
並
み
づ
く
り
を
し
て
行
か

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん


　
東
京
オ
リ
ン
ピ

ク
が

決
ま


て
い
ま
す

そ
れ
へ
向
け
て


施
設
の
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す

前
回
の
東
京
オ
リ
ン
ピ

ク

の
際
の
建
設
ラ

シ

の
中

多

く
の
集
合
住
宅
が
建
設
さ
れ
ま
し

た
が

手
抜
き
工
事
も
少
な
か
ら

ず
あ

た
と
聞
い
て
い
ま
す

華

や
か
な
祭
典
の
裏
で

本
当
に
大

切
な
事
は
何
か
忘
れ
な
い
で
ほ
し

い
と
思
い
ま
す


　
ス
ポ

ツ
選
手
の
活
躍
が

人

々
に
勇
気
と
希
望
を
与
え
て
く
れ

る
と
い
う
の
も
事
実
で
す
が

災

害
に
強
い
安
全
な
場
所
で

当
た

り
前
の
幸
せ
を
誰
も
が
味
わ
え
る

事
が
大
切
で
す


　
こ
ん
な
事
を
日
々
考
え
る
だ
け

で
無
力
な
自
分
自
身
で
す

自
分

自
身
の
生
活
だ
け
で
精
一
杯
で


何
も
出
来
ま
せ
ん

し
か
し

災

害
現
場
に
は
必
ず

ボ
ラ
ン
テ


ア
の
若
者
達
が
訪
れ

壊
れ
た
家

の
片
付
け
を
手
伝

た
り
し
て
い

ま
す

彼
ら
の
行
動
力
に
は

頭

が
下
が
り
ま
す

誰
も
が
目
を
覆

い
た
く
な
る
よ
う
な
現
場
へ

出

掛
け
て
行
く
勇
気
は
素
晴
ら
し
い

と
思
い
ま
す


　
そ
ん
な
若
い
世
代
の
方
々
に


自
然
災
害
だ
け
で
な
く

あ
ら
ゆ

る
災
害
に
強
い
都
市
づ
く
り
を
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す

そ
の
た

め
に
使
う
の
だ

た
ら

消
費
税

率
の
増
税
も
や
む
を
得
な
い
か
な

と
感
じ
て
い
ま
す


　
我
が
マ
ン
シ

ン
は

高
台
に

あ
り
ま
す

近
隣
の
町
で
行
わ
れ

る
花
火
大
会
が
美
し
く
見
え
ま

す

来
年
の
夏
も
美
し
い
花
火
が

見
え
ま
す
よ
う
に


普段はシンプルなベンチです。

非常時には、ベンチの座部を取り外
せば釜戸になります。取り外した座
部もベンチとして利用できます。

　公園などの屋外に備えておくと非常時に役立
つ、かまどになるベンチです。
定価，円（税別、送料及び工事費等別）
資料提供／日都産業㈱



に
見
る
高
齢
者
の
住
ま
い
②

平
成

年
版
高
齢
社
会
白
書

上
手
な
買
換
え
の
た
め
の
情
報
を
お
届
け
し
ま
す

フ

イ
ト
ケ
ミ
カ
ル

ご
存
じ
で
す
か

６

ゴミ出し掲示板にユリの花！

孫
と
マ
ン
シ

ン

ど
ち
ら
か
ら
食
べ
る ����������������������������������������

���������������������������������������������������������������� �������������������������
ア　メ　ニ　テ　ィ（集合住宅管理新聞）（７） （第号）第三種郵便物認可・・

　
内
閣
府
の
平
成

年
版

﹁
高
齢
社
会
白
書
﹂
に
よ
れ

ば

日
本
人
の
平
均
寿
命
は

男
性

・

歳

女
性

・


歳
で
あ

た

一
方

自

立
し
て
健
康
に
日
常
生
活
を

過
ご
せ
る
健
康
寿
命
は

男

性

・

歳

女
性

・


歳
と

平
均
寿
命
と
の
差
が

男
性
で
約
９
年

女
性
で
約


年
と
な

た


　
さ
ら
に
平
成

年

平
成


年
の
平
均
寿
命
の
延
び
が

男
女
と
も
約
１
年
半
な
の
に

対
し

健
康
寿
命
の
延
び
は

男
女
と
も
約
１
年
と
平
均
寿

命
ほ
ど
伸
び
て
い
な
い
こ
と

も
指
摘
さ
れ
て
い
る


　
つ
ま
り

日
常
生
活
に
影

響
の
あ
る
状
態
で
暮
ら
す
期

間
が
男
女
と
も

年
程
度
は

見
込
ま
れ

そ
の
期
間
が
さ

ら
に
延
び
る
可
能
性
の
あ
る

こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る


　
特
に

歳
以
上
に
な
る

と

介
護
保
険
の
要
支
援
認

定
を
受
け
る
人
は

８
・
４

％

要
介
護
認
定
を
受
け
る

人
は

・
０
％
と
急
激
に
増

え
︵

歳


歳
ま
で
は


要
支
援
・
要
介
護
を
合
わ
せ

て
も
４
・
４
％
︶

約
３
人

に
１
人
に
何
ら
か
の
支
援
が

必
要
に
な

て
い
る


　
こ
の
こ
と
か
ら

日
常
生

活
で
家
族
等
の
支
援
が
必
要

に
な
れ
ば

そ
の
期
間
が
長

く
な
る
こ
と
を
踏
ま
え
て


自
宅
で
の
住
ま
い
方
や
高
齢

者
向
け
住
宅
等
へ
の
住
み
替

え
先
探
し
も
考
え
る
必
要
が

あ
り
そ
う
だ


　私たちの団地。ゴミ出しの
日取りを書いた掲示板にユリ
の花？　誰かが造花を取り付
けたかと思ったが、ホントの
花。花のうしろにユリの株が
あり、その一輪がからむよう
に花開いたのです。ゴミに悩
む私たち人間を、花が励まし
てくれるようでした。
（とみざわとおる・歳無職）

　
爺
じ
の
私
と
婆
ば
は
マ
ン

シ

ン
に
住
ん
で
い
る
が


孫
の
５
歳
男
児
は
長
男
夫
婦

と
一
軒
家
に
住
ん
で
い
る


　
孫
が
時
々
我
が
マ
ン
シ


ン
に
遊
び
に
来
て
興
味
を
示

す
の
は
二
つ
あ
る

一
つ
は

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
の
メ

ル
ボ


ク
ス
の
ダ
イ
ヤ
ル
を
く
る

く
る
回
し
て
中
か
ら
郵
便
物

や
新
聞
を
取
り
出
す
こ
と


二
つ
は
き
ち
ん
と
分
別
さ
れ

整
然
と
置
か
れ
て
い
る
ゴ
ミ

置
き
場
で
あ
る

興
味
が
あ

る
か
ら
よ
く
ゴ
ミ
捨
て
を
手

伝

て
く
れ
る

他
方

不

満
な
の
は
幼
児
向
け
の
絵
本

や
お
も
ち

の
あ
る
﹁
子
ど

も
遊
び
室
﹂
が
な
い
こ
と


　
こ
の
よ
う
に
孫
の
マ
ン
シ


ン
へ
の
興
味
を
見
て
い
る

と

こ
れ
か
ら
の
マ
ン
シ


ン
は
高
齢
化
対
応
に
加
え


他
方
で
少
子
化
対
応
つ
ま
り

子
ど
も
を
生
み
育
て
る
た
め

の
施
設
整
備
も
求
め
ら
れ
る

と
感
じ
て
い
る
昨
今
で
あ

る
︵
東
京
・

歳
・
爺
じ
︶

　
こ
の
夏

ゴ

ヤ
を
い
ろ

い
ろ
な
お
宅
か
ら
頂
い
た


グ
リ

ン
カ

テ
ン
の
成
果

だ


　
先
日
も
ま
だ
冷
蔵
庫
に
ゴ


ヤ
が
２
本
あ
る
の
に

違

う
方
か
ら

ま
た
ゴ

ヤ
を

２
本
い
た
だ
い
た

大
変
う

れ
し
く
思
う

さ
て

こ
の

ゴ

ヤ

私
は
今
日
頂
い
た

採
れ
た
て
の
ゴ

ヤ
を
調
理

し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ

主

人
は
冷
蔵
庫
に
入

て
い
る

も
の
か
ら
食
べ
ろ
と
い
う


も
ち
ろ
ん

冷
蔵
庫
に
入


て
い
る
も
の
も
お
い
し
い
と

思
う
け
ど

や
は
り
採
れ
た

て
の
方
が
新
鮮
で
さ
ら
に
お

い
し
い
と
思
う
の
で

自
分

は
新
し
い
も
の
か
ら
食
べ
た

い

冷
蔵
庫
に
入

て
い
る

ゴ

ヤ
は
ま
だ
明
日
で
も
大

丈
夫
な
の
だ
か
ら

今
は
新

鮮
な
方
を
食
べ
た
ほ
う
が
い

い
と
思
う
私

古
い
方
か
ら

順
番
に
食
べ
ろ
と
い
う
主

人

近
所
の
人
は
あ
げ
た
ゴ


ヤ
で
夫
婦
が
ケ
ン
カ
し
て

い
る
と
は
思
い
も
よ
ら
な
い

で
し

う

さ
て

ど
ち
ら

か
ら
食
べ
た
で
し

う
か


そ
れ
は
調
理
す
る
者
の
特
権

で
あ
り
ま
す

新
し
い
も
の

か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た

も

ち
ろ
ん
冷
蔵
庫
に
入

て
い

る
ゴ

ヤ
も
後
日
お
い
し
く

い
た
だ
き
ま
し
た


　
　
︵
埼
玉
・
Ｔ
代

歳
︶

　
︻
投
稿
先
︼

　
掲
載
さ
れ
た
方
に
は
千
円

相
当
の
図
書
カ

ド
を
お
送

り
し
ま
す

住
所
・
氏
名
の

ご
記
入
漏
れ
が
な
い
よ
う
お

願
い
し
ま
す


　
〒
１
０
３

０
０
２
５
　

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
茅
場

町
２

４


大
成
ビ
ル
５

階

㈱
東
京
プ
ラ
ニ
ン
グ
内

ア
メ
ニ
テ

編
集
室
﹁
集
合

郵
便
箱
﹂
係

　
ち

う
ど
い
ま
ご
ろ

地
中
海
地
方
で

は
夏
の
太
陽
を
い

ぱ
い
に
浴
び
て

オ

リ

ヴ
が
す
く
す
く
と
実
を
膨
ら
ま
せ

て

秋
か
ら
の
収
穫
を
待

て
い
る
頃
で

す

そ
し
て
太
陽
と
と
も
に
適
度
な
恵
み

の
雨
が
加
わ
る
こ
と
に
よ

て

油
分
が

蓄
積
さ
れ
豊
か
な
味
わ
い
の
オ
リ

ヴ
オ

イ
ル
が
生
ま
れ
ま
す


　
さ
て

前
号
に
引
き
続
き
エ
キ
ス
ト
ラ

バ

ジ
ン
・
オ
リ

ヴ
オ
イ
ル
が
注
目
さ

れ
る
ワ
ケ
を
ひ
も
解
き
ま
す

皆
さ
ん
は

﹁
フ

イ
ト
ケ
ミ
カ
ル
﹂
と
い
う
言
葉
を

お
聞
き
に
な

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

　
直
訳
す
れ
ば

フ

イ
ト

植
物
と


ケ
ミ
カ
ル

化
学
成
分
を
組
み
合
わ
せ
た

物
質
の
呼
び
名
と
な
り
ま
す

フ

イ
ト

ケ
ミ
カ
ル
に
は

大
き
く
分
け
る
と

前

号
に
触
れ
た
抗
酸
化
作
用
を
持
つ
も
の


免
疫
力
を
高
め
る
作
用
が
あ
る
も
の

そ

し
て
抗
ガ
ン
作
用
を
持
つ
も
の
が
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す


　
し
か
し

こ
れ
ら
の
優
れ
た
性
質
を
も

つ
フ

イ
ト
ケ
ミ
カ
ル
は

残
念
な
が
ら

人
間
の
体
内
で
は
生
成
で
き
ず

植
物
に

よ

て
の
み
生
成
さ
れ
る
こ
と
が
わ
か


て
い
ま
す

オ
リ

ヴ
の
果
実
に
含
ま
れ

る
オ
レ
ウ
ロ
ペ
イ
ン
の
よ
う
に
強
い
抗
酸

化
作
用
で
知
ら
れ
る
ポ
リ
フ

ノ

ル

類

免
疫
力
を
高
め
る
と
言
わ
れ
る
キ


ベ
ツ
や
ニ
ン
ニ
ク

ネ
ギ
な
ど
に
含
ま
れ

る
イ
オ
ン
化
合
物
質

抗
ガ
ン
作
用
が
注

目
さ
れ
る
イ
オ
ウ
化
合
物
や
ポ
リ
フ

ノ


ル
リ
コ
ピ
ン
な
ど
の
カ
ロ
テ
ノ
イ
ド


キ
ノ
コ
類
や
大
麦
な
ど
に
含
ま
れ
る
β


グ
ル
カ
ン
な
ど
の
糖
質
由
来
物
質

フ


イ
ト
ケ
ミ
カ
ル
に
は
大
き
な
期
待
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す

つ
ま
り

老
化
の
抑
制

や
免
疫
力
の
強
化
な
ど


健
全
な
体
を
維
持
し
て
い

く
上
で

幅
広
い
植
物
摂

取
が
い
か
に
大
切
か
が
わ

か
り
ま
す
と
り
わ
け
オ

レ
イ
ン
酸
葉
緑
素
ポ
リ
フ

ノ

ル


ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
の
４
つ
の
抗
酸
化
物
質
を
持

つ
エ
キ
ス
ト
ラ
バ

ジ
ン
・
オ
リ

ヴ
オ

イ
ル
は

毎
日

さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
で

摂
る
こ
と
が
で
き
る
食
材
と
し
て

わ
が

国
で
の
注
目
度
も

ま
す
ま
す
高
ま

て

い
ま
す
次
号
へ
続
く
　
　
　
　
︵
Ｍ
︶



シックハウスと健康　⑥

空気の入れ替え（換気）、その大切さとは

図１　　　〈自然換気〉

風圧による自然換気
「風力換気」

温度差による自然換気
「温度差換気」

図２　　　〈機械換気〉



唱
歌﹁
ふ
る
さ
と
﹂誕
生
１
０
０
年

相
談
事
例
よ
り

換
気
の
必
要
性

�������������������������������� ���������������������������������������������
����������������������������������� （８）

☆第３８４号☆

第三種郵便物認可

２０１４年（平成２６年）
　９　月　５　日（金）

　（知っておいてもらいたいこと）
・代替物質の存在　（例）ホルムアルデ
　ヒドからアセトアルデヒドへ
・時間換気の必要性の理解（換気の
　必要性の再認識）
・竣工後の引き渡し状態
・現代住宅の住まい方
　（シックハウスの予防策）
＊建材や家具、日常生活用品の選定　
　（どのような製品か確かめましょう）
＊住まい方の見直しを（不必要な薬剤
　をむやみに使用しないように）
＊普段から換気を（時間換気は止め
　ないように）
＊施工会社のシックハウスへの見識及
　び相談対応の見極め
＊おかしいなと思ったら、まず相談を

第一種換気　給気ファンと排気ファンを用いるもの
第二種換気　給気ファンと排気口を用いるもの
第三種換気　排気ファンと給気口を用いるもの

　
室
内
空
気
質
に
関
す
る
法

規
制
が
施
行
さ
れ
た
今
な

お

シ

ク
ハ
ウ
ス
問
題
が

起
き
て
い
ま
す


　
実
際
に
ど
の
よ
う
な
問
題

が
起
き
て
い
る
の
か
を
相
談

事
例
を
通
し
て
お
話
し
し
ま

す

一
番
多
い
の
は
建
物
を

新
築
及
び
リ
フ


ム
し


入
居
し
た
後

体
調
を
崩
し

た
が
建
物
と
関
係
が
あ
り
ま

す
か
と
い
う
問
い
合
わ
せ
で

す

ま
た

シ

ク
ハ
ウ
ス

や
室
内
空
気
に
関
す
る
情
報

が
ネ

ト
を
通
じ
て
得
や
す

く
な

て
い
る
現
在

新
し

く
し
た
建
物
で
体
調
を
崩
さ

れ
た
人
が
独
学
で
知
識
を
得

て

シ

ク
ハ
ウ
ス
症
候
群

だ
と
疑
い
相
談
さ
れ
る
人
も

多
く
お
ら
れ
ま
す

こ
れ
ら

の
相
談
の
中
で
も
建
物
の
割

合
で
比
較
す
る
と

マ
ン
シ


ン
の
リ
フ


ム
後
に
問

題
が
起
き
て
い
る
場
合
が
多

く
見
受
け
ら
れ
ま
す


　
こ
う
し
た
相
談
を
受
け
た

場
合

従
来
で
あ
れ
ば
シ


ク
ハ
ウ
ス
症
候
群
を
引
き
起

こ
す
最
も
大
き
な
要
因
の
一

つ
で
あ

た
建
材
に
使
用
さ

れ
て
い
る
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ

ド
が
原
因
に
な
る
こ
と
が
多

く
あ
り
ま
し
た
が

今
は
そ

の
原
因
は
減
少
傾
向
に
あ
り

ま
す

但
し

建
築
基
準
法

改
正
に
よ
り
シ

ク
ハ
ウ
ス

対
策
が
施
行
さ
れ
る
以
前
の

建
物
︵
２
０
０
３
年
７
月
１

日
以
前
︶
で
は

ホ
ル
ム
ア

ル
デ
ヒ
ド
に
よ
る
問
題
は
今

な
お
起
き
て
い
ま
す


　
で
は

最
近
の
事
例
で
多

い
原
因
と
考
え
ら
れ
る
物
質

は
と
い
う
と

ホ
ル
ム
ア
ル

デ
ヒ
ド
の
代
替
物
質
で
あ
る

ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
や
ト
ル

エ
ン
や
キ
シ
レ
ン
な
ど
の
代

替
物
質
で
あ
る
揮
発
性
有
機

化
合
物
︵
Ｖ
Ｏ
Ｃ
︶
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
ま
す


　
こ
こ
ま
で
は
原
因
物
質
に

つ
い
て
触
れ
て
き
ま
し
た

が

そ
れ
だ
け
が
室
内
空
気

を
悪
化
し

健
康
に
影
響
を

及
ぼ
す
と
い
う
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん

仮
に
室
内
空
気

質
を
悪
化
す
る
要
因
が
あ


た
と
し
て
も
そ
れ
ら
を
室
内

か
ら
排
出
す
る
こ
と
に
よ
り

室
内
の
空
気
環
境
は
改
善
さ

れ
ま
す

そ
の
排
出
方
法
が

換
気
に
な
り
ま
す


　
高
気
密
高
断
熱
化
が
進
む

以
前
の
住
宅
で
は
温
度
差
や

風
圧
に
よ
る
自
然
換
気
︵
図

１
︶
が
主
流
で
し
た
が

現

在
は
建
築
基
準
法
に
も
設
置

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
よ

う
に
機
械
換
気
︵
図
２
︶
が

主
流
に
な

て
い
ま
す


　
し
か
し

こ
こ
で
気
を
付

け
る
べ
き
点
は

新
築
住
宅

な
ど
建
築
確
認
申
請
を
受
け

た
建
物
で
は

時
間
換
気
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す

が

建
築
確
認
申
請
の
不
必

要
な
簡
易
な
リ
フ


ム

︵
壁
紙
張
替

床
板
張
替
な

ど
︶
で
は
通
常

換
気
設
備

ま
で
手
を
付
け
な
い
と
い
う

こ
と
で
す

こ
れ
は
新
築
住

宅
な
ど
で
使
用
が
認
め
ら
れ

る
内
装
材
を
用
い
た
場
合


そ
の
建
物
に

時
間
換
気
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
を
考
え
る
と

本
来

で
あ
れ
ば
簡
易
リ
フ


ム

を
行

た
場
合
で
も
換
気
計

画
を
改
め
て
見
直
す
必
要
が

あ
る
と
い
え
ま
す
し
か
し


そ
の
根
本
的
な
対
応
︵
換
気

の
必
要
性
及
び
重
要
性
︶
を

安
易
に
考
え
た
結
果

最
初

に
挙
げ
た
相
談
事
例
が
増
え

て
い
る
結
果
に
な

て
い
ま

す


　　　　　　今月の紙面
１面　ＮＰＯ日住協の歴史とこれから
２面　新マンション事情、工事事例
３面　管理会社の防災対策他
４面　メンテナンス企業ガイド
５面　論談、マンションＱ＆Ａ、催し
６面　管理組合経費削減、タエコ物語
７面　住み替え情報、集合郵便箱他

☆「アメニティ」とは快適さのことです。
　本紙は分譲集合住宅の快適な生活をめ
　ざして管理組合と居住者の皆さんが参
　加して手作りする新聞です。
☆本紙はＮＰＯ日住協との共同編集によ
　り発行しています。

　
兎
追
い
し
か
の
山
♪

　
歌
は
世
に
つ
れ

世
は
歌
に
つ
れ
な
ど
と
言
い

ま
す
が

た
し
か
に
歌
と
世
の
中
は
連
関
し
て
い

る
印
象
が
あ
り

し
た
が

て
口
ず
さ
ん
で
い
た

歌
も

い
つ
の
日
か
忘
れ
ら
れ
て
い
き
ま
す

一

方

老
若
男
女
を
問
わ
ず

長
く
人
々
に
親
し
ま

れ
て
い
る
曲
も
あ
り

そ
の
ひ
と
つ
に
唱
歌
﹁
ふ

る
さ
と
﹂
が
あ
り
ま
す

作
曲
は
１
９
１
４
年

︵
大
正
３
年
︶

当
時
の
尋
常
小
学
校
６
年
生
用

の
唱
歌
で

今
年
で
誕
生
１
０
０
年

幾
多
の
月

日
を
経
て
い
る
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
色
褪
せ
る
こ

と
な
く

私
た
ち
の
心
に
染
み
込
み

支
え
と
な


て
い
る
曲
の
一
つ
で
す

３
・

以
降

と
く

に
そ
の
思
い
を
強
く
し
て
い
る
人
々
が
増
え
て
い

る
よ
う
に
感
じ
ま
す

作
曲
は
岡
野
貞
一

作
詞

は
高
野
辰
之

﹁
春
の
小
川
﹂
﹁
お
ぼ
ろ
月
夜
﹂

﹁
も
み
じ
﹂
も
こ
の
二
人
の
コ
ン
ビ
で
す


　
小
鮒
釣
り
し
か
の
川
♪

　
小
学
生
の
時

夏
休
み
に
な
る
と
友
だ
ち
が

﹁
田
舎
に
行
く
﹂と
い
う
の
で
﹁
何
で
う
ち
に
は
田

舎
が
な
い
﹂
の
か
と
思
い
ま
し
た

長
じ
て
は


年
末
に
な
る
と
仕
事
仲
間
な
ど
が﹁
故
郷
に
帰
る
﹂

と
言
い
﹁
ふ
る
さ
と
﹂は
故
郷
の
あ
る
人
の
曲
な

の
か
と
も
思
い
ま
し
た

﹁
ふ
る
さ
と
﹂
は
生
ま

れ
育

た
﹁
故
郷
﹂
と
い
う
土
地
の
匂
い

音


風
山
川
木
花
と
い

た
風
景
の
み
な
ら
ず


自
己
と
そ
れ
を
育
ん
で
く
れ
た
人
々
と
の
関
わ
り

な
ど
の
日
々
と
そ
の
追
憶
が
詞
と
曲
に
溶
け
込

み
﹁
故
郷
的
﹂な
イ
メ

ジ
を
そ
れ
ぞ
れ
の
人
が

抱
け
る
曲
な
の
で
す

筆
者
が

あ
る
コ
ン
サ


ト
を
企
画
し
た
際
﹁
ふ
る
さ
と
﹂を
観
客
に
歌


て
も
ら

た
と
こ
ろ

多
く
の
方
が
涙
腺
を
緩
め

て
い
ま
し
た
﹁
ふ
る
さ
と
﹂は
ま
さ
に
心
の
ふ
る

さ
と
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・一般社団法人日本環境保健機構
　http://jeho.or.jp/
　TEL－－　FAX－－
・ＮＰＯ法人シックハウス診断士協会
　http://www.sicklife.jp/index.shtml
　TEL－－　FAX－　
　環境に由来する健康問題であるアレルギー、シックハ
　ウス症候群、化学物質過敏症のご相談を受け付けてお
　ります。
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